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第 3章の補論 

1．独占企業の利潤を最大化する供給量を限界収入と限界費用から求める方法 

3.1 節では独占企業の利潤最大化条件が、限界収入𝑀𝑅(𝑄)=限界費用𝑀𝐶(𝑄)であることを

述べました。限界収入と限界費用はそれぞれ供給量𝑄を追加で 1単位増加させたときの収入

𝑅(𝑄)、および費用𝐶(𝑄)の増加量であり、数式ではそれぞれ、𝑀𝑅(𝑄) = Δ𝑅(𝑄)/Δ𝑄、𝑀𝐶(𝑄) =

Δ𝐶(𝑄)/Δ𝑄で表されます。ここで、Δ𝑄を微小な変化量とみなすと、これは数学での微分の概

念に一致します。 

実際に本文の式(3-2)の独占企業の収入𝑅(𝑄) = (𝑎 − 𝑏𝑄)𝑄を𝑄で微分して限界収入を求め

ると、 
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となります。同様に微分を使って、本文の式(3-3)の費用𝐶(𝑄) = 𝑐𝑄 − 𝐹から限界費用を求め

ると 
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となります。したがって、これらを一致させる供給量は𝑎 − 2𝑏𝑄 = 𝑐より、𝑄𝑀 = (𝑎 − 𝑐)/2𝑏

と求められます。ここで𝑀𝑅(𝑄) = 𝑀𝐶(𝑄)という条件式は、独占企業の利潤𝜋(𝑄) = 𝑅(𝑄) −

𝐶(𝑄)を𝑄に関して微分してゼロとおいたものに等しく、利潤最大化問題の 1 階の条件と呼

ばれます。 

 


